



















































































目と t十 l番目の価格変動の聞の待ち時間 ti(秒)を
tiニ Si+l-Si (3) 
と定義する。 Siは4番目の変動が起こる時間である。まず、待ち時間がt以上である累積確率


















lnln (品切)= mlnt一山 (4) 






線上に大体のる。よって、 Yニーパンクレートの待ち時間は指数分布ではなく、 m= 0.59のワイ
プノレ分布に近いことがわかる。そして、指数分布からのずれの程度がmより定量的に確認できる。










divergenceJや rHellinger距離j などがあり、実データの分布Pとモデルの分布 Qとの閣の距離
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